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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年5月7日(2020.5.7)

【公表番号】特表2019-513825(P2019-513825A)
【公表日】令和1年5月30日(2019.5.30)
【年通号数】公開・登録公報2019-020
【出願番号】特願2019-503391(P2019-503391)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 471/22     (2006.01)
   Ｈ０１Ｇ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  471/22     ＣＳＰ　
   Ｈ０１Ｇ    7/02     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和2年3月26日(2020.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の一般式（Ｉ）：
【化１】

を有する電気分極性化合物であって、式中、
　コア１は、２次元の平面的な形態を有し且つカラム様超分子のｐｉ－ｐｉスタッキング
によって自己組織化した、芳香族多環式共役分子であり、Ｒ１は、前記芳香族多環式共役
分子（コア１）に結合した電子供与基であり、Ｒ１’は、前記芳香族多環式共役分子（コ
ア１）に結合した電子受容基であり、ｍは、受容基Ｒ１の数であり、ｍ’は、供与基Ｒ’
数であり、ｍ及びｍ’は、０、１、２、３、４、５又は６に等しく、ｍ及びｍ’の両方が
０であることはなく、Ｒ２は、前記芳香族多環式共役分子（コア１）に直接又は連結基を
介して結合した、イオン性液体に使用されるある種類のイオン性化合物からの、１つ以上
のイオン基を含む置換基であり、ｐは、イオン基Ｒ２の数であり、０、１、２、３又は４
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に等しく、
　少なくとも１つの基Ｒ１及び／又はＲ１’を有する前記コア１を含有するＮＬＥと印が
つけられたフラグメントは、分極の非線形効果を有し、
　コア２は、導電性オリゴマーであり、ｎは、前記導電性オリゴマーの数であり、０、２
又は４に等しく、Ｒ３は、前記電気導電性オリゴマー（コア２）に直接又は連結基を介し
て結合した、イオン性液体に使用されるある種類のイオン性化合物からの、１つ以上のイ
オン基を含む置換基であり、ｓは、前記イオン基Ｒ３の数であり、０、１、２、３又は４
に等しく、
　Ｒ４は、溶媒における有機化合物の溶解性をもたらし且つ前記カラム様超分子を互いに
電気的に絶縁させ且つ前記芳香族多環式共役分子（コア１）及び／又は前記導電性オリゴ
マー（コア２）に直接又は連結基を介して結合した、抵抗性置換基であり、ｋは、置換基
Ｒ４の数であり、０、１、２、３、４、５、６、７又は８に等しい、
電気分極性化合物。
【請求項２】
　前記芳香族多環式共役分子（コア１）が、１つ以上のリレンフラグメントを含み、
　好ましくは、前記１つ以上のリレンフラグメントは、１つ以上のフェニル基及び／又は
１つ以上のナフチル基及び／又は１つ以上のアントリル基と共役しており、
　例えば、前記リレンフラグメントは、構造１～１２：
【表１】
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から選択される、請求項１に記載の電気分極性化合物。
【請求項３】
　前記受容基（Ｒ１’）は、－ＮＯ２、－ＮＨ３＋及び－ＮＲ３＋（第４級窒素の塩）、
対イオンＣｌ－又はＢｒ－、－ＣＨＯ（アルデヒド）、－ＣＲＯ（ケト基）、－ＳＯ３Ｈ
（スルホン酸）、－ＳＯ３Ｒ（スルホン酸塩）、－ＳＯ２ＮＨ２（スルホンアミド）、－
ＣＯＯＨ（カルボン酸）、－ＣＯＯＲ（カルボン酸側からのエステル）、－ＣＯＣｌ（カ
ルボン酸塩化物）、－ＣＯＮＨ２（カルボン酸側からのアミド）、－ＣＦ３、－ＣＣｌ３

、－ＣＮ、－Ｃ（ＣＮ）２から選択され、ここで、Ｒは、アルキル（メチル、エチル、イ
ソプロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、ネオペンチル、シクロヘキシル等）、アリル（－ＣＨ２

－ＣＨ＝ＣＨ２）、ベンジル（－ＣＨ２Ｃ６Ｈ５）基、フェニル（＋置換フェニル）及び
その他のアリール（芳香族）基を含む一覧から選択されるラジカルである、請求項１また
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は請求項２に記載の電気分極性化合物。
【請求項４】
　前記供与基（Ｒ１）が、－Ｏ－（－ＯＮａ又は－ＯＫのようなフェノキシド）、－ＮＨ

２、－ＮＨＲ、－ＮＲ２、－ＯＨ、－ＯＲ（エーテル）、－ＮＨＣＯＲ（アミン側からの
アミド）、－ＯＣＯＲ（アルコール側からのエステル）、アルキル、－Ｃ６Ｈ５、ビニル
から選択され、ここで、Ｒは、アルキル（メチル、エチル、イソプロピル、ｔｅｒｔ－ブ
チル、ネオペンチル、シクロヘキシル等）、アリル（－ＣＨ２－ＣＨ＝ＣＨ２）、ベンジ
ル（－ＣＨ２Ｃ６Ｈ５）基、フェニル（＋置換フェニル）及びその他のアリール（芳香族
）基を含む一覧から選択されるラジカルである、請求項１～３のいずれか１項に記載の電
気分極性化合物。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの連結基が、次の構造１３～２３：
【表２】
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を含む一覧から選択され、ここで、Ｘは、水素（Ｈ）又はアルキル基であり、
　好ましくは、前記少なくとも１つの連結基は、ＣＨ２、ＣＦ２、ＳｉＲ２Ｏ、ＣＨ２Ｃ
Ｈ２Ｏの群から選択され、ここで、Ｒは、Ｈ、アルキル及びフッ素を含む一覧から選択さ
れる；または
　前記少なくとも１つの連結基は、
構造２４～２９：
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【表３】
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から選択される、
請求項１～４のいずれか１項に記載の電気分極性化合物。
【請求項６】
　前記抵抗性置換基Ｒ４が、アルキル、アリール、置換アルキル、置換アリール、フッ素
化アルキル、塩素化アルキル、分岐鎖及び錯体のアルキル、分岐鎖及び錯体のフッ素化ア
ルキル、分岐鎖及び錯体の塩素化アルキル基並びに任意のそれらの組合せの群から選択さ
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れ、
　好ましくは、前記アルキル基は、メチル、エチル、プロピル、ｎ－ブチル、ｉｓｏ－ブ
チル及びｔｅｒｔ－ブチル基から選択され、前記アリール基は、フェニル、ベンジル及び
ナフチル基又はシロキサン並びに／又は直鎖又は分岐鎖としてのポリエチレングリコール
から選択される、
請求項１～５のいずれか１項に記載の電気分極性化合物。
【請求項７】
　前記抵抗性置換基Ｒ４が、ＣＸＱ２Ｘ＋１であり、式中、Ｘ≧１であり、Ｑが、水素（
Ｈ）、フッ素（Ｆ）又は塩素（Ｃｌ）である、請求項１～５のいずれか１項に記載の電気
分極性化合物。
【請求項８】
　前記芳香族多環式共役分子（コア１）並びに基Ｒ１及びＲ１’が、非中心対称性分子構
造を形成する、または
　前記芳香族多環式共役分子（コア１）、基Ｒ１及びＲ１’並びに前記抵抗性置換基（Ｒ
４）が、非中心対称性分子構造を形成する、
請求項１～７のいずれか１項に記載の電気分極性化合物。
【請求項９】
　次の一般式（ＩＩ）：
【化２】

を有する、請求項１に記載の電気分極性化合物であって、式中、
　前記コア１が、前記芳香族多環式共役分子であり、
　抵抗性置換基Ｒ４が、化合物ＩＩの非共役部分であり、単環式又は縮合多環式のいずれ
かであり、前記単環式又は多環式は、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ及び／又はＢｒで飽和したＳＰ３炭素
の高密度の充填を有する堅い空間的構造を形成する、飽和炭化水素又は飽和ハロ炭素のい
ずれかであり、
　ｋが、置換基Ｒ４の数であり、０、１、２、３、４、５、６、７又は８に等しく、パラ
メーターｎ＝ｐ＝ｓ＝０であり、
　好ましくは、前記抵抗性置換基Ｒ４は、多環式アルキル基及び多環式ハロ－アルキル基
であり、ここで、前記多環式ハロ－アルキル基は、前記求電子基（アクセプター）Ｒ１が
結合した前記コア１の先端又は前記求核性基（ドナー）Ｒ１’が結合した前記コア１の先
端に結合するが、但し、両方ではなく、例えば、前記抵抗性置換基Ｒ４は、長いＣ２５Ｈ

３４及びＣ２５Ｈ３５又はＣ２５Ｆ３４及びＣ２５Ｆ３５を含む一覧から選択され、コア
１の前記フェニル、ナフチル又はアントリル環の先端に位置する、抵抗性多環式置換基で
ある、
電気分極性化合物。
【請求項１０】
　次の一般式（ＩＩＩ）：
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【化３】

を有する、請求項９に記載の電気分極性化合物であって、式中、
　Ｒ１’が受容基であり、Ｒ１が供与基であり、
　好ましくは、前記コア１は、次の構造式：

【化４】

を有するリレンフラグメントであり、ここで、ｔは、１～５で変化する繰り返しパラメー
ターであり、一連の電子供与基及び受容基は、分極（ＮＬＥ）の非線形効果を有する前記
フラグメントが、次の化学構造（ｔ＝１の場合）：

【化５】

によって示されるように、前記コア１のリレン環若しくはフェニル、ナフチル及び／若し
くはアントリル環の先端位置又はリレン環とフェニル、ナフチル及び／若しくはアントリ
ル環の先端位置の双方に位置する２つの供与基－ＮＨ２及び２つの受容基－ＮＯ２（ｍは
、４に等しい）を含み、
　前記抵抗性置換基（Ｒ４）は、次の種類の式：
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【化６】

を有するアミン構造であり、それによって、前記電気分極性化合物は、次の構造式（ＩＶ
）：
【化７】

を有し、
　前記抵抗性置換基Ｒ４は、前記コア１に連結基を介して結合している、
電気分極性化合物。
【請求項１１】
　一般式（Ｖ）：
【化８】

を有する、請求項９に記載の電気分極性化合物であって、式中、前記コア１が、前記芳香
族多環式共役分子であり、Ｒ１が、供与基であり、Ｒ１’が、受容基であり、
　好ましくは、前記コア１は、次の構造式：
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【化９】

を有するリレンフラグメントであり、ここで、繰り返しパラメーターｔは、１～５で変化
し、電子供与基Ｒ１が、３つの供与基－ＮＨ２を含み、電子受容基Ｒ１’が、３つの受容
基－ＮＯ２を含み、前記フラグメントが、次の化学構造（ｔ＝１の場合）：

【化１０】

によって示されるような分極（ＮＬＥ）の非線形効果を有するように、３つの前記供与基
Ｒ１及び３つの前記受容基Ｒ１’が、コア１のフェニル環のリレン位置又はコア１のフェ
ニル、ナフチル及び／若しくはアントリル環の先端位置に位置し、
　抵抗性置換基（Ｒ４）が、アミン構造
【化１１】

であり、それによって、前記電気分極性化合物が、次の構造式（ＶＩ）：
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【化１２】

を有し、前記抵抗性置換基が、連結基を介して結合している、
電気分極性化合物。
【請求項１２】
　有機溶媒と、請求項１～１１のいずれか１項に記載の電気分極性化合物の少なくとも１
種と、を含む、溶液であって、
　好ましくは、異なる電気分極性化合物の混合物を含み、例えば、前記電気分極性化合物
の混合物は、異なる長さのリレンフラグメントを含み、
　好ましくは、前記有機溶媒は、ケトン、カルボン酸、炭化水素、環式炭化水素、塩化炭
化水素、アルコール、エーテル、エステル及び任意のそれらの組合せを含む一覧から選択
され、例えば、前記有機溶媒は、アセトン、キシレン、トルエン、エタノール、メチルシ
クロヘキサン、エチルアセテート、ジエチルエーテル、オクタン、クロロホルム、塩化メ
チレン、ジクロロエタン、トリクロロエテン、テトラクロロエテン、四塩化炭素、１，４
－ジオキサン、テトラヒドロフラン、ピリジン、トリエチルアミン、ニトロメタン、アセ
トニトリル、ジメチルホルムアミド、ジメチルスルホキシド及び任意のそれらの組合せを
含む一覧から選択される、
溶液。
【請求項１３】
　リオトロピック液晶溶液である、請求項１２に記載の溶液。
【請求項１４】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の電気分極性化合物の混合物を含む、メタ誘電体
層であって、前記非線形分極性フラグメントが、１つ以上のＲ１基を有する芳香族多環式
共役分子を含み、式中、前記１つ以上のＲ１及び／又はＲ１’基が、抵抗性エンベロープ
を形成して、前記有機化合物を溶媒に溶解させ、前記カラム様超分子を互いに電気的に絶
縁させ、
　好ましくは、前記カラム様超分子が、異なる長さのリレンフラグメントを含む電気分極
性化合物によって形成される、
メタ誘電体層。
【請求項１５】
　メタコンデンサーであって、互いに平行に位置する２つの金属電極を含み、これは、前
記電極間に前記メタ誘電体層を有し、巻いているか又は平面及び平板であってよく、前記
メタ誘電体層が、１種類以上の、請求項１～１４のいずれか１項に記載の電気分極性化合
物を含み、少なくとも１つの基Ｒ１又はＲ１’、導電性オリゴマー及び電子及び／又はイ
オン型分極率を有するイオン基を有する芳香族多環式共役分子を含む前記非線形分極性フ
ラグメントが、溶媒中における前記有機化合物の溶解性をもたらし、前記カラム様超分子
を互いに電気的に絶縁させる、抵抗性置換基Ｒ１及び／又はＲ１’によって形成される抵
抗誘電性エンベロープに設置される、メタコンデンサー。
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